
医療関連感染防止対策に関する取り組み事項  

  

当院で医療関連感染防止対策に取り組むための基本的な考え方等を以下の通りに示します｡ 
 
１．医療関連感染防止対策に関する基本的な考え方 
（１）医療関連感染の発生を防止し、予防活動の円滑な実践を図ります｡ 
（２）医療関連感染防止対策を全職員が把握し、病院理念に沿った医療を提供します｡ 
 
２．医療関連感染防止対策のための組織に関する基本的事項 
（１）院内感染防止対策委員会 ICC (Infection Control Committee) 

医療関連感染防止対策に関する意思決定機関として、各部署からの構成員で組織する院内感染防
止対策委員会を設置し、毎月1回会議を行い、感染防止対策に関する事項の検討を行います｡ 

（２）院内感染対策チーム ICT (Infection Control Team) 
院内感染防止対策委員会の下部組織として、週に1回のミーティング･病棟ラウンドを行い、 
感染症の発生状況の把握や、根拠に基づいた感染防止対策の介入等、現場の感染問題に迅速に 

対応しています｡ 
（３）抗菌薬適正使用支援チーム AST（Antimicrobial Stewardship Team） 
  薬剤耐性菌の発生を抑え、感染症治療の最適化を目的として、医療機関で抗菌薬の適正な使用を

推進するため、抗菌薬の選択や使用期間について介入しています。 
（４）看護部感染防止対策委員会 

ICTと臨床現場をつなぎ、現場における感染対策の実践、見直しを行います｡ 
 

３．職員研修 
医療関連感染防止対策の基本的考え方及び具体的方策について、病院職員への周知徹底を図るため､
感染対策の研修会を開催しています。病院職員は年２回以上参加し、感染対策の意識、知識、技術
の向上に努めています｡ 
 

４．医療関連感染発生状況の報告 
薬剤耐性菌、市中感染症などの院内感染拡大を防止するため、ICCおよびICTを通じて、病院職員に
速やかに周知しております｡ 

 
５．医療関連感染発生時の対応 
（１）医療関連感染が疑われる事例の発生時には、各部署よりICTへ速やかに報告を行い、迅速に  

現場の状況を確認し、感染対策の徹底、疫学的調査を行い感染拡大の防止を行います。 
（２）医療関連感染に対する改善策の結果は、ICCおよびICTを通じて速やかに病院職員に報告します。 
 

６．医療関連感染防止対策の推進 
（１）病院職員は、自らが感染源とならない様に定期健康診査を年1回以上受診し、健康管理に 
   努めております。 
（２）院内感染防止対策マニュアルを各部署に配備するとともに、電子カルテからも閲覧出来るよう

にしております｡病院職員はこのマニュアルに基づいて各種の感染対策を実施しております｡ 
 
７．医療関連感染防止対策指針の閲覧に関する基本方針 

本取り組み事項は、患者およびそのご家族から閲覧の求めがあった場合はこれに応じます。 
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